
本瓦葺屋根の雨仕�｛尖験

屋以勾配とII年r'l:il，＼：との変化によって， �；瓦11 ：屋；�に

どのような雨漏り状態が発生するかを尖験した。 これ

は古建築の耐周年｜浪がおもに間仕舛の良し：m しによっ

てきまるところから， その実状を把似することによっ

て対策への足がかりをつかもうとするのがH的である。

1 号実験機では15mの単線流hJ乏さをもっノl>:JLLi：き

屋根の4q：先;HIという条件を設定した。:Ji験結民のー ；；＇（ii

を図にあげる。 A は奈良II与代瓦0去さ34cm · "fliill124.5 ・ 後

rl125.5 ・ 1♀2 ・ ilii谷派 5 .後？？派 5.5 ・ 平均版本本 9.5% ・ 11:

j己15) B は江戸時代瓦（34 ・ 24.5 ・ 27 ・ 2.2 ・ 3.4 ・ 3.4 ・ 1

2.69百 ・ 13.5) -cともに現山J自民s，，治虫佐川のものであ

る。 一 番ll:JJ躍になる悩りはじめのll!f }.'i.をみると， Aで

は降下lll1i 111寺 IMJ 当り10酬のときでは2.5/10 勾配（心地

勾配， 以下おなじ）， であるがHH，＼：が附すにつれて当然
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急勾配でないともちこたえられないようになり，60nuuのときは2.9/10で，すでにl十jが務らはじ

める。 ーブj B では 10酬で2.5/10 ・ 60111111で3.2/10 と一段と思いれ＇i月：がでた。 もっともこれに

は， Jf.個々のねじれやひずみ， 11=足のj乏さ， 1rき方などいろいろな条件がwJIRにからみあっ
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11111111 漏水した瓦のfii ・甚だしく漏水した瓦のr.:.

.. てこようが， この尖験結！，！ミは本Tlli：屋以

の勾配の眼科をあるねl民
ー
示唆するものと

いえよう。

ただ， ここでは相当の脳科をもっとみ

られる胤ブJO)il:JJ，也はまったく考！邑してい

ない。 これにはさらに設備の充実をはか

る必要がある。 またJ.f.[i：：のほかにもひわ

だ1rーや， こけ
・
らi.F. 茅i}ts:. どの，！，・ill築の

f:IIJ·,Hこは欠くことのできないM桜丘材料

もある。）Iii近， 進歩のいちじるしい保（｛

H学;';i\l"lとあいまって， これらについて

も実証的実験をくりかえし， よりよい文

化1!1
・

の保存刀法をみ－え川していかねばな

るまし、。 （制Jl啓三）
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